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Abstract: WATATUMI is a mobile electronic medical record that runs on Android. WATATUMI has 
access to the same database(Cache ') as PC version electronic medical records (IZANAMI). 
In addition, it uses a different interface with the same database. One month prior to the introduction of  
WATATUMI in May 2011, We operated in parallel with the nursing PDA by using smartphones in some 
traditional hospital rooms. The time study conducted in that period, surveyed nursing workload input. We 
report on the results. 

 

1.	
 はじめに	
 

WATATUMIは、Android上で稼働するモバイル用
電子カルテである。PC 版電子カルテ（IZANAMI）
[1]と同じデータベース（Cache'）にアクセスし、両
者は同じデータベース上の異なるユーザーインター

フェイスである。 
2011 年 5 月の WATATUMI 導入前の 1 か月間に、

一部の病棟で従来の PDA[2-3]とスマートフォンに
よる看護業務を併行運用した。その期間でタイムス

タディを行い、看護入力業務負荷の調査を行い、そ

の結果について報告する。 
 

2.	
 モバイルファースト戦略	
 

	
 モバイルファースト戦略とは、ソフトウェアの開

発、導入において、PC版よりモバイル版を優先する
ことである。表 1 に宮崎大学病院のモバイルファー
スト戦略についてまとめた。 
	
 近年、Apple 社やマイクロソフト社は、明確なモ
バイルファースト戦略の下に OS 等の開発を行なっ
ている。今後、宮崎大学病院の電子カルテにおける

モバイル端末の導入は、モバイルファースト戦略に 

表 1	
 宮崎大学病院のモバイルファースト戦略 
 

 
 
基づいて進めていくこととしている。電子カルテに

おけるモバイルファースト戦略のメリットは、業務

の迅速化である。医師の判断や指示が遅れると、時

として患者の生命に関わることもある。 
 

3.	
 モバイル導入の経緯	
 

	
 宮崎大学病院では、2006年 5月の電子カルテ導入
時に、すでに、業務用 PDA（NECインフロンティア
製	
 Pocket@iEX）をベッドサイド看護業務のために
250 台導入し、観察項目の入力、注射・輸血の実施
入力、手術場の本人確認、等に活用し、運用に乗っ
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ていた。 
	
 2011年 5月の電子カルテ更新を控えて、PDAの機
器更新について検討を行ったが、業務用 PDAは高価
なために、十分な台数を確保するのが難しく、急速

に普及が進んでいるスマートフォンを代替機とする

こととした。1 台の価格は 3 分の 1 となった。過去
のベッドサイド携帯端末 PDAの画面を図 1,2に示す。
2011年 5月に、従来行なっていたベッドサイド看護
業務をモバイル端末（GalaxyS230 台）に置き換え、
稼働後、順次機能を追加していった。2012年 5月に
は、医師のほぼ全員にモバイル端末（GalaxySII350
台）を配布し、医師のユビキタス環境構築を図った。

表 2にWATATUMI開発の背景をまとめた。更に、
表 3にWATATUMI開発の経緯を示す。また、回診
用として、タブレット端末も各科に 2台（10インチ
と 7 インチ）配布した。2012 年 12 月には、PHS の
後継としてモバイル端末に SIP フォン機能を追加す
る予定である。 
 

4.	
 システム概要	
 

	
 WATATUMIは、Android上で稼働するモバイル用
電子カルテである。図 3にWATATUMIシステムの
構成を示す。PC 版電子カルテ（IZANAMI）と同じ
データベース（Cache'）にアクセスし、両者は同じ
データベース上の異なるユーザーインターフェイス

である。データ連携を行うのではない。図 4 に
WATAUMIの画面遷移を示す。 
	
 現在稼働している機能は、患者リストバンドのバ

ーコード読み取りによる患者認証、入院患者一覧、

患者検索、全オーダーの参照、全オーダーのステー

タス変更（実施入力等）、観察項目の参照と入力、検

歴参照、全カルテ文書参照・承認、指示簿参照、画

像参照、写真撮影、顔写真撮影、コミュニケーショ

ン機能、である。 
	
 今年度中の開発として、SIP フォンと電子カルテ
の連携、カルテ文書入力、処方・注射・検査オーダ

ー入力、熱型表・重症熱型表参照、生体モニタリア

ルタイム参照、である。一部の機能は、PC版電子カ
ルテにないか、モバイル版を先に稼働させており、

モバイルファースト戦略の現れと言える。図 5 にシ
ステムの機能拡張について示す。(白色は提供済み。
緑色は 2012年 12月以降。) 
 

5.	
 評価	
 

2011年 5月のWATATUMI導入前の 1か月間に、一
部の病棟で従来の PDAとスマートフォンによる看
護業務を併行運用した。その期間でタイムスタデ

 
 

図 1	
 ベッドサイド携帯端末 PDA 
 

 
 

図 2	
 PDAの画面 
 

表 2にWATATUMI開発の背景 
 

 
 
ィを行い、看護入力業務負荷の調査を行った。調査 
の結果、入力時間は短縮し、PDAと比べて入力業務
負荷が減少する効果を得た。 
	
 全病棟導入後の 7 月に行った利用者アンケート調
査（対象は看護師 421名、回収率：88.6%）より、携
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帯性、操作性、視認性の項目で利用者より高い評価

を得た。導入後の”評判”として、看護師からは「ベ

ッドサイド業務には必須」「患者から急に検査結果を

聞かれてもすぐに答えられるので便利」「オーダーの

変更が手元で分かるので便利」などがある。医師か

らは、「回診で画像が見られるのが便利」とのプラス

の意見以外に、「PHSと 2つ持つのは面倒なので早く
PHS機能を追加してほしい」「看護師からオーダー切
れを伝えられても、オーダー入力ができないのは不

便」などがあり、これらの意見を踏まえて、今年度

中に対応する。 
 

6.	
 今後の展望	
 

	
 医療従事者がユビキタス環境を備えることにより、

情報共有の拡大、迅速化、高度化を図ることができ

る。このメリットを電子カルテに限定する必要はな

い。全職員が、メール、カレンダー、ファイル（ス

プレッドシート、文書）等を迅速に共有すれば、通

知の徹底、会議の効率化、災害時の対応等で大きな

効果が期待できる。このような考えの下で、宮崎大

学医学部では、Google のグループウェアである
GoogleAppsを 2011年 8月に導入し、2012年 4月に、
メールアカウントの Gmail への移行を完了した。今
後は、診療に限定せず、あらゆる業務を対象にモバ

イルファースト戦略を進めていく予定である。 
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表 3	
 WATATUMI開発の経緯 
 

 
 

 
 

図 3	
 WATATUMIシステムの構成 
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(c) 

 

 
 

(d) 
 

図 4(a),(b),(c),(d)	
 WATAUMIの画面遷移 
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図 5	
 システムの機能拡張について示す。(白色は提供済み。緑色は 2012年 12月以降。) 
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